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蝋梅（ロウバイ）のはなし 2021.04.12 

ロウバイのロウはロウソクの蝋（ロウ）。黄色い半透明の花びらが、まるで蠟細工のよう

なことが由来です。名前に梅がつきますが梅の仲間ではありません。中国原産のロウバイ

属の落葉樹で、日本には江戸時代に入ってきました。桜や梅のような華やかさはありませ

んが、花の少ない時期に咲いてくれます。黄色の小さな花は、雪の白さにもよく似合い、

清清しくも「ほっこり」とした気持ちにさせてくれます。また、ロウバイはとても香りの

良いことでも有名。主な香りの成分は、シネオール、リナロール、ボルネオ—ル。シネオ

ールはハッカのような清涼感のある爽やかな香り、リナロールは華やかな香り、ボルネオ

ールは樟脳のような優雅で涼しげな香りだそうです。残念ながら精油の抽出が難しいため

アロマとしては流通していないとのこと。後庭では今ちょうど咲いているところなので、

是非、香りを確かめに来てみてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


